
滋賀県新型コロナウイルス感染症対策本部 第 10 回本部員会議 次第 

 

日 時：令和２年４月７日(火) 

                            19 時 30 分～20 時 00 分 

場 所：危機管理センター 

                             災害対策本部室 

 

あいさつ 

 

 

議 題 

 

（１）新型コロナウイルス感染症にかかる緊急事態宣言について 

 

 

 

 

 

 

（２）医療提供体制について 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 



新型コロナウィルス感染症拡大「緊急事態宣言」を受けて 

知事から県民の皆様へさらなるお願い 

 
 

本日、４月７日、政府より、７都府県を対象に特別措置法に基づく初の「緊

急事態宣言」が発令されました。今回の対象地域に滋賀県は含まれておりませ

んが、さらなる事態の悪化も想定し、①感染拡大の防止、②重症者対策を中心

とした医療提供体制の整備、この２つに最優先で取り組むこととします。 
具体的には、感染者を重点的に受け入れる医療機関を増やすとともに、今後、

患者が増加した場合には、軽症者の療養は自宅や別途滞在できる施設を確保す

るなど、段階に応じた医療提供体制の整備を進めてまいります。 
また、皆様の生活や経済への影響が最小となるよう、国の緊急経済対策にも

呼応して、必要な対応を迅速に講じてまいります。 
県民の皆様におかれましては、感染拡大の防止に向けて、お一人おひとりの

行動が私たちの命と生活を守ると再認識いただき、次の点において、さらなる

ご理解ご協力をお願いします。 
 

・感染が拡大している地域、特に、今回対象地域とされた東京都、神奈川県、

埼玉県、千葉県、大阪府、兵庫県、福岡県の７都府県への不要不急の出張

や訪問等は、厳に慎んでいただきますようお願いします。 
 

・改めて、こまめな手洗いや咳エチケットを念入りにするとともに、しっか

りと栄養や睡眠をとり、免疫力を高めましょう。 
 
・職場等の日常生活の場において、「密閉」「密集」「密接」の「３密」の重な

る環境を徹底的に回避するよう心掛けてください。 
 

・風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が４日以上続く、強いだるさ（倦怠感）や

息苦しさ（呼吸困難）がある方は、必ず「帰国者・接触者相談センター」

に相談のうえ、受診してください。 
 

ウィルスとの闘いは長期戦になると思われますが、今が一番大事な時期と考

え、冷静な行動をお願いします。県民の皆様、心を一つに合わせてこの難局を

ともに乗り越えましょう。どうぞよろしくお願いします。 
 
 
令和２年４月７日 

                     滋賀県知事 三日月大造 
 



防災危機管理局 

政府が４月７日に発令した緊急事態宣言について 
 
１．根拠法令 

新型インフルエンザ等対策特別措置法第３２条 
（国民の生命および健康に著しく重大な被害を与える恐れがあり、全国的かつ急速なまん延により国民 

生活および国民経済に甚大な影響を及ぼす恐れがある事態が発生したと認めるとき） 

 
２．緊急事態宣言に至る手続き 
 〇基本的対処方針等諮問委員会の開催 

（４月６日） 
   ・大都市を中心に感染者が増加、医療現場はすでに危機的状況 
   ・政府として緊急事態宣言の準備を進めるべき 
  （４月７日） 
   ・政府の宣言案について了承 
 〇衆参両院 議院運営委員会 

・政府宣言案の事前報告 
 〇政府対策本部会議 
   ・緊急事態宣言の発令 
 
３．緊急事態宣言の区域および期間 
   ・東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、兵庫県、福岡県の７都府県 
   ・１か月間（５月６日まで） 
   ※宣言の内容は別紙のとおり 
 
４．緊急事態宣言対象区域（特定都府県）での措置 
 〇緊急事態措置の実施 
   ・まん延の防止に関する措置 
     不要不急の外出の自粛等の要請 
     学校等の施設や興行場、催事の制限等の要請・指示 
   ・医療等の提供体制の確保に関する措置 
     病院や医薬品販売業者等が診療、薬品等販売を確保するための措置 
     臨時の医療施設の開設、そのための土地等の使用 
   ・国民生活および国民経済の安定に関する措置 
     緊急物資の運送要請・指示 
     特定物資の売り渡しの要請・収用 
 
５．その他 
   緊急事態宣言の発出を受け、全市町村は、直ちに市町村対策本部を設置しな

ければならない。 






















































